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国保料の負担は限界

保険料引下げを要求
く
ら
し
や
環
境
と
の
調
和
を

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
東
京
開
催
が
決
ま
り
ま

し
た
。
共
産
党
区
議
団
は
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
を
尊
重
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
国
際
平

和
と
友
好
を
促
進
す
る
と
い

う
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
の

実
現
に
向
け
、
努
力
す
る
も

の
で
す
。

同
時
に
、
無
条
件
で
東
京

開
催
を
信
任
す
る
も
の
で
は

な
く
、
都
民
・
区
民
の
暮
ら

し
や
環
境
と
の
調
和
の
と
れ

た
無
理
の
な
い
大
会
に
す
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

今
定
例
会
の
本
会
議
な
ど

で
他
党
は
、
臨
海
部
に
「
カ

ジ
ノ
を
中
心
と
す
る
リ
ゾ
ー

ト
開
発
」
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
を
受
け
、
大
型
開

発
を
求
め
る
質
問
が
相
次
ぐ

な
ど
、
財
界
・
大
企
業
の
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、最
終
本
会
議
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
算
の
「
補

正
予
算
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
区
議
団
は
、
湾
岸
エ
リ

ア
を
中
心
と
し
た
「
街
づ
く

り
構
想
策
定
委
託
費
」
（
２

千
万
円
）
は
、
区
長
先
頭
に

庁
内
ス
タ
ッ
フ
で
調
査
検
討

し
「
要
望
書
」
を
ま
と
め
、

都
に
提
出
す
れ
ば
済
む
こ

と
。
２
千
万
円
は
、
小
中
学

生
の
健
全
育
成
費
の
復
活

（
１
千
２
百
万
円
）
と
就
学

援
助
基
準
の
２３
区
並
み
へ
の

引
上
げ
（
８
百
万
円
）
に
回

す
べ
き
と
主
張
し
て
反
対
し

ま
し
た
。

江
東
区
で
は
、
１５
種
の
競

技
が
行
わ
れ
る
計
画
で
す

が
、
競
技
施
設
を
は
じ
め
、

道
路
等
に
か
か
る
費
用
を
で

き
る
限
り
抑
え
、
過
大
な
施

設
建
設
や
税
金
の
ム
ダ
づ
か

い
が
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
議
会
の
役
割
を
果
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
で
き

な
く
な
る
「
夢
の
島
野
球
場
」

の
代
替
地
確
保
な
ど
、
区
民

や
都
民
要
求
の
実
現
に
も
力

を
つ
く
し
ま
す
。

江東区２４年度決算は
５１億円の黒字

２２
００
２２
００
年年
オオ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
東東
京京
開開
催催

決決算算委委員員会会での
国
保
料
が
毎
年
値
上
げ
さ

れ
る
一
方
で
、
国
保
加
入
世

帯
の
年
収
は
毎
年
下
が
り
続

け
、
滞
納
悪
化
の
悪
循
環
に

な
り
、
国
保
加
入
８
万
３
千

世
帯
の
３
万
３
千
世
帯
、
約

４
割
が
滞
納
。
し
か
も
大
半

が
低
所
得
世
帯
で
、
年
額
４

万
２
百
円
・
法
定
減
額
が
あ

る
均
等
割
保
険
料
の
み
の
世

帯
で
も
８
千
５
百
世
帯
が
滞

納
、事
態
は
深
刻
だ
と
指
摘
。

平
成
２４
年
度
で
は
一
般
会
計

か
ら
５
千
万
円
繰
入
れ
れ
ば

値
上
げ
が
回
避
で
き
た
こ
と

を
示
し
、
来
年
度
の
保
険
料

引
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

論論各議員の 基
金
総
額
は
８
３
０
億
円
余

区
の
２４
年
度
決
算
は
、

一
般
会
計
で
５１
億
円
余
の

黒
字
、
国
保
会
計
も
２６
億

円
の
黒
字
と
な
る
な
ど
、

す
べ
て
の
会
計
が
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。
一
般

会
計
で
は
基
金
を
新
た
に

１
１
８
億
３
千
万
円
余
を

積
み
立
て
、
基
金
総
額
は

８
３
０
億
円
余
と
、
過
去

２
番
目
に
高
い
額
と
な
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
区
は
文
化
セ

ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
施
設
使
用
料
の
値

上
げ
や
ひ
と
り
親
家
庭
の

「
休
養
ホ
ー
ム
事
業
」
や

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
」
を
廃
止
・
縮
小
、

学
校
用
務
や
警
備
業
務
の

民
間
委
託
を
推
進
し
、
人

口
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
正

規
職
員
の
さ
ら
な
る
削
減

を
行
な
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
区
民
負
担
増
と
福
祉

の
切
り
捨
て
、
自
治
体
の

責
務
を
果
た
そ
う
と
し
な

い
「
た
め
こ
み
決
算
」
だ

と
し
て
認
定
に
反
対
。
区

民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た

め
に
、
不
足
が
深
刻
な
認

可
保
育
園
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
増
設
、
高
齢

者
の
入
院
助
成
や
重
度
の

要
介
護
高
齢
者
へ
の
手
当

の
支
給
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
や
青
年
就
労
相
談

窓
口
の
設
置
、
就
学
援
助

の
拡
充
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。

戦戦 か
ら

教
育
に
か
か
る
保
護
者
負
担
の

軽
減
を

「
子
ど
も
の
貧
困
」
が
深

刻
で
、
子
育
て
世
帯
の
不
安

の
ト
ッ
プ
は
「
経
済
的
不
安

の
増
加
」
で
す
。

き
く
ち
議
員
は
こ
う
し
た

状
況
か
ら
、
学
校
で
の
教
材

費
を
は
じ
め
制
服
代
や
運
動

着
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
費

用
負
担
の
実
態
を
調
査
し
、

共
用
で
き
る
も
の
は
公
費
負

担
で
学
校
に
そ
ろ
え
る
な

ど
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
教
材
費
な
ど
の
費

用
負
担
を
補
助
す
る
「
就
学

援
助
」
の
対
象
世
帯
の
拡
大

と
支
給
額
の
引
き
上
げ
を
求

め
ま
し
た
。

「差押えありき」でなく、
血の通った税務行政を！

正
保
議
員
は
、
納
税
者
の

生
活
を
著
し
く
困
窮
さ
せ
る

区
民
税
の
差
押
え
が
行
わ
れ

て
い
る
実
例
を
示
し
、
納
税

者
の
生
活
を
損
な
う
滞
納
処

分
は
即
刻
や
め
よ
と
迫
り
ま

し
た
。

ま
た
、
滞
納
者
に
求
め
て

い
る
分
納
は
た
だ
の
納
付
誓

約
に
過
ぎ
ず
、
延
滞
税
の
免

除
や
差
押
え
解
除
、
換
価
の

猶
予
な
ど
法
的
効
果
が
と
も

な
う
分
納
制
度
の
適
用
を
図

る
と
と
も
に
、
「
差
押
え
あ

り
き
」
の
強
権
的
取
り
立
て

か
ら
納
税
者
保
護
の
立
場
に

立
っ
た
税
務
行
政
へ
の
転
換

を
求
め
ま
し
た
。

区
内
の
小
学
校
や
幼
稚
園

の
ト
イ
レ
洋
式
化
が
、
大
き

く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
え
や
議
員
は
「
ト
イ
レ

を
我
慢
し
て
学
習
に
集
中
で

き
な
い
、
排
泄
指
導
に
も
支

障
」
な
ど
の
事
態
を
な
く
す

た
め
、
期
限
を
定
め
、
計
画

的
に
洋
式
ト
イ
レ
増
設
を
促

進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
上
の
階
か
ら
の
水

漏
れ
の
あ
る
不
衛
生
な
ト
イ

レ
や
授
業
に
も
支
障
が
出
る

よ
う
な
こ
わ
れ
た
放
送
設
備

が
２
年
以
上
も
放
置
さ
れ
て

い
る
の
は
問
題
と
指
摘
し
、

一
刻
も
早
く
改
善
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

東陽町駅～豊洲駅の
都バス増便と
有明ガン研病院までの
延伸を

自治体の責任を放棄
学校の洋式トイレ増設、
施設整備を速やかに福祉会館・児童館を株式会社に委託

東
陽
町
駅
前
か
ら
豊
洲
駅

ま
で
の
循
環
・
都
バ
ス
錦
１３

は
、
朝
夕
の
運
行
の
み
で
１

日
７
便
だ
け
で
す
。
昭
和
大

学
新
豊
洲
病
院
が
開
院
す
る

と
利
用
者
の
増
加
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

斉
藤
議
員
は
、
病
院
が
開

院
す
る
平
成
２６
年
３
月
ま
で

に
、
日
中
も
運
行
す
る
よ
う

都
に
強
力
に
働
き
か
け
よ
と

求
め
ま
し
た
。
同
時
に
豊
洲

駅
止
ま
り
で
な
く
、
有
明
ガ

ン
研
病
院
ま
で
の
延
伸
を
求

め
ま
し
た
。
区
は
、
「
強
く

都
へ
要
望
し
て
い
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

千
田
福
祉
会
館
と
児
童
館

を
、
利
益
を
目
的
と
す
る
株

式
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
を

共
産
党
な
ど
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
、
オ
ー
ル
与
党
は
決

め
ま
し
た
。
委
託
先
の
マ
ミ

ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
株
）
は
、
高
齢
者
施
設
の

運
営
に
は
経
験
も
実
績
も
な

い
会
社
で
す
。

利
用
者
か
ら

不
安
の
声

福
祉
会
館
も
児
童
館
も
区

が
直
営
で
運
営
し
、
区
民
か

ら
喜
ば
れ
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
株
式
会
社
へ
の
委
託

は
、
「
経
費
削
減
」
と
区
は

説
明
し
て
い
ま
す

が
、利
用
者
か
ら「
職

員
が
ク
ル
ク
ル
変
わ

る
の
で
は
な
い
か
」

「
サ
ー
ビ
ス
は
低
下

し
な
い
か
」「
施
設
利

用
が
有
料
に
な
る
の

で
は
」
な
ど
の
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

福
祉
会
館
は「
福
祉

の
増
進
」が
目
的

福
祉
会
館
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
「
福
祉
の
増
進
を

図
る
」こ
と
が
目
的
で
す
。児

童
館
も
「
児
童
の
健
全
育
成

と
教
育
・
文
化
活
動
の
振
興

を
図
る
」
施
設
で
す
。
こ
う

し
た
施
設
を
、
利
益
を
目
的

と
す
る
株
式
会
社
へ
委
託
す

る
こ
と
は
、
住
民
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
自
治
体
の
責
任
放
棄
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

福
祉
会
館
も
児
童
館
も
区

直
営
を
維
持
す
る
べ
き
で

す
。

「
塩
の
道
」
遊
歩
道
の

水
た
ま
り
対
策
の
解
決
を

小
名
木
川
ク
ロ
ー
バ
ー
橋

か
ら
四
つ
目
通
り
ま
で
開
通

し
た
小
名
木
川
護
岸
「
塩
の

道
」
遊
歩
道
は
雨
が
降
る
と

水
た
ま
り
が
ひ
ど
く
歩
け
な

い
と
区
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

赤
羽
目
議
員
は
現
地
調
査

を
行
い
、
地
元
住
民
と
共
に

改
善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

水
た
ま
り
の
実
態
を
つ
か

み
、
塩
の
道
を
た
だ
ち
に
改

良
す
べ
き
と
質
問
し
た
の
に

対
し
区
は
、
今
後
も
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
必
要
な
改
修
は
行

っ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し

た
。

子どもの健康にも影響
辰巳駅前の喫煙所は撤去を

１１
／
２６

本
会
議

２７

本
会
議

２９

企
画
総
務
委
員
会

１２
／
２

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

３

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

５

清
掃
港
湾
臨
海
対

策

６

防
災
対
策

９

ま
ち
づ
く
り
南
北

交
通

１０

医
療
・
介
護
保
険

対
策

１３

本
会
議

辰
巳
駅
前
に
は
、
江
東
区

と
Ｊ
Ｔ
に
よ
っ
て
喫
煙
所
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
辰

巳
駅
の
出
入
り
口
へ
の
導
線

上
に
あ
り
、
駅
利
用
者
か
ら

撤
去
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
辰
巳
小

学
校
と
第
二
辰
巳
小
学
校
の

通
学
路
に
も
あ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
も
た
ば
こ
の
害
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
つ
き
議
員
は
、
駅
前
広

場
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が

利
用
す
る
公
共
的
空
間
で
あ

り
、
受
動
的
喫
煙
が
さ
け
ら

れ
な
い
場
所
で
の
喫
煙
所
の

設
置
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

議
会
日
程
（
予
定
）

そそええやや良良夫夫議議員員

きき
くく
ちち
幸幸
江江
議議
員員

赤赤
羽羽
目目
たた
みみ
おお
議議
員員

正正保保みみききおお議議員員

すす
がが
やや
俊俊
一一
議議
員員

斉斉
藤藤
信信
行行
議議
員員

大大つつききかかおおりり議議員員

第３回 定例会の主な議案等に対する各党の態度

民主

○

○

○

○

○

○

×

○

○印は賛成、×印は反対
今議会に区長から１４件の議案が提出され、日本共産党は１０件に賛成、４件に反
対しました。

みんな

○

○

○

○

○

○

×

○

公明

○

○

○

○

○

○

×

○

自民ク

○

○

○

○

○

○

×

○

共産

×

○

○

○

×

×

○

○

主な議案・決議

２０１２年度江東区一般会計及び特別会計決算

２０１３年度江東区補正予算

江東区清掃リサイクル条例の改正について

延滞金の金利引き下げ等
江東区特別区税条例の一部を改正する条例

小名木川保育園の「民間委託」について

千田福祉会館・児童館の「民間委託」につい
て

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」
の提出を求める陳情

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続
について意見書の提出に関する陳情

民間に委託されることが決まった
千田福祉会館・児童館

（２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス（３） ２０１３年１１月発行


